


日もくらむイタリア古典美術。

母の血で染めたローマ禁色の花/

淀川長治

帝政ローマの迷宮を抜け、涼しい

風を受けた男達の上気した頼。

魂は上昇気流で昇ってゆく。

唐十郎

追悼フェリ一二

-監督・脚本 フェテリコ・フェリーニ

・脚本 ベルナルディーノ・ザッポーニ

・撮影 ジュゼッベ・ロトゥンノ

・音楽 ニーノ・ロータ

・美術 ダニロ・ドナーティ

・編集 Jレッジエロ・マストロヤンニ

・製作 アルベルト・クVマルディ

・出演 マーティン・ポタ一、ハイラム・ケラー

マックス・ホーン、マリオ・ロマーニョリ

マガリ・ノヱル、アラン・キュニー

サルヴォ・ランドーネ、・ファンフッラ

・ 1969年ウ'ェネツィア国際映画祭批評家賞受賞

・ 1969年 PEA(伊)+レ・ザルティステ・アソシェ(仏)作品

カラー シネマ・スコープ 129分

・配給 ACT

.1969 年、ヒッピー・ムーブメント全盛期の

アメリカ。マジソン・スクエア・ガーデンで

行われたあるロック・コンサートの後、 1本の

映画がプレミア上映された。史劇スベクタ

クルの形をとりながらも、当時のサイケデ

リック・カルチャーをも凌駕するような幻惑

的映像美と過剰なパワーに溢れたその作

品は、会場を埋め尽くした 1万人もの若者

達を熱狂させた。その作品こそが“映像

の魔術師"フェデリコ・フェリーニの『サテ

リコン』だったのである。

.原作は暴君ネロの寵臣ベトロニウスが、

キリスト教的倫理が浸透する以前の古代

ローマの享楽と退廃を描いたヨーロッパ

古の小説「サテュリコン J。フェリーニは

原作から自由奔放にイメージをふくらませ、

独自の夢幻世界を創造している。デカダ

ンスな喧喋に満ちた饗宴。奇怪な阿片窟。

両性具有の神の子。砂塵吹き荒れる牛

頭人の迷宮。妖艶な美女達の快楽の園。

美少年をめぐる恋敵である 2人の若者を狂

言廻し lこして、次から次へと展開されてゆ

く鮮烈な映像美と圧倒的なエネルギーに

満ちたシーンの連続。古代世界を舞台と

することにより、フェリーニの豊潤なイマジ

ネーションは、ここに最も壮大なスケール

で自由かつ大胆に映像化されている。加

えて、フェリーニ作品に欠かせないニーノ・

ロータの音楽は、アフリカンミュージック・ケ

チャ・般若心経・電子音楽などを取り入れ

たアバンギャルドなフィルム・スコアで、作

品の持つ映像トリッフ的な魅力をより一

層強めている。

・当時フェリーニは作品の製作意図を次

のように語った。「ベトロニウスの描いたロ

ーマの姿は、貧欲なまでの生活の楽しみ

方から、道徳観やイデオロギーの欠如、絶

望感、そして暴力に至るまで、鴬くほど現

代社会に酷似している。主人公の 2人は、

あらゆる体制に背を向け、義務感を持た

ず采IJ那的に生きる現代のヒッピーにそっく

りだ。 J既成の秩序や価値観からの解放

が求められていた 60年代末。若者達は

『サテリコン』の映像美に心酔すると共に、

全編に溢れる倫理やモラルを超えた人間

の根源的生命力、そのバイタリティーに

魅了されたのである。フェリーニが意図し

たように、彼らはそこに自分達の姿を重ね

合わせていたのだろう。

.Ii'サテリコン』の製作年代から 1/4 世紀

が過ぎ、フェリーニはこの世を去った。しか

し、その作品は不滅である。巨匠フェリー

こがシネマ・スコーフの大画面一杯に、人

聞の始源的姿を絢燭たる映像美で描い

た大壁画『サテリコン』。それはこの 90年

代に新たな息吹を吹き返したエネルギッ

シュな衝撃の映像体験なのである。
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